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平
成
十
六
年
度

進
修
同
窓
会

総
会
開
か
れ
る

去
る
四
月
十
一
日
(
日
)
'
平
成
十
六

年
度
定
期
総
会
が
'
母
校
体
育
館
に
て

約
三
五
〇
名
の
会
員
出
席
の
も
と
に
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
総
会
前
に

は
'
旧
本
館
玄
関
前
庭
に
お
い
て
高
六

回
の
出
席
者
一
同
で
の
記
念
写
真
撮
影

も
あ
り
総
会
前
か
ら
和
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
｡

総
会
は
､
ま
ず
'
弦
楽
部
の
演
奏
に

続
い
て
'
応
援
指
導
部
の
指
揮
の
も

と
'
吹
奏
楽
の
演
奏
に
あ
わ
せ
､
校
歌

と
〓
向
讃
歌
の
斉
唱
､
物
故
会
員
に
対

す
る
黙
祷
の
後
'
幡
谷
祐
一
会
長
､
山

田
陸
士
校
長
の
挨
拶
が
あ
り
'
青
山
和

義
副
会
長
を
議
長
と
し
て
以
下
の
議
案

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
｡

一
'
平
成
十
五
年
度
事
業
報
告
及
び
決

算
報
告

二
'
平
成
十
五
年
度
進
修
同
窓
会
基
金

決
算
報
告

三
､
別
途
積
立
金
報
告

四
､
平
成
十
六
年
度
事
業
計
画
及
び
予

算

五
､
平
成
十
六
年
度
進
修
同
窓
会
基
金

予
算

六
'
旧
本
館
竣
工
百
年
記
念
事
業

①
旧
本
館
関
係
記
念
事
業

②
校
旗
制
定
百
年
記
念
事
業

③
硬
式
野
球
親
善
大
会

④
予
算

七
㌧
　
役
員
改
選

八
'
そ
の
他

十
分
な
審
議
の
後
'
全
議
案
と
も
満

場
1
敦
で
可
決
･
承
認
さ
れ
ま
し
た
｡

本
年
は
'
中
四
十
三
回
(
六
十
周

午
)
､
高
六
･
定
四
回
(
五
十
周
年
)
I

高
十
六
･
定
十
四
回
(
四
十
周
年
)
㍉
高

三
十
一
･
高
理
八
･
定
二
十
九
回
(
二

十
五
周
年
)
の
各
周
年
に
つ
い
て
は
例

年
ど
お
り
で
す
が
'
通
信
制
に
つ
い
て

は
最
後
の
卒
業
生
が
卒
業
さ
れ
て
か
ら

四
十
年
と
い
う
こ
と
で
'
通
信
制
の
各

年
卒
業
生
全
員
を
お
招
き
し
た
と
こ

ろ
'
二
名
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
｡

祝
賀
式
で
は
'
高
七
回
で
来
年
五
十

周
年
を
迎
え
ら
れ
る
石
田
晴
久
氏
よ
り

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
｡
招
待
者
へ

の
記
念
品
贈
呈
の
後
'
高
六
回
卒
の
鈴

木
親
雄
氏
よ
り
'
本
年
五
十
周
年
を
迎

え
ら
れ
た
皆
様
を
代
表
し
て
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
｡

ま
た
会
場
を
別
に
し
て
の
祝
賀
会
で

は
会
場
一
杯
の
参
加
者
の
も
と
､
往
時

を
懐
か
し
ん
で
の
交
歓
が
和
や
か
な
雰

囲
気
の
も
と
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
｡

応
援
指
導
部
指
揮
に
よ
る
校
歌
斉
唱

同
窓
会
会
長
あ
い
さ
つ

-
土
浦
一
高
の
諸
君
へ
ー

会
長
幡
谷
　
祐
一

｢
人
生
は
白
駒
の
隙
を
過
ぐ
る
が
如

し
｣
　
と
言
い
ま
す
が
'
宇
宙
の
悠
久
の

流
れ
か
ら
見
る
と
1
　
人
の
一
生
は
ま
さ

に
瞬
き
を
す
る
く
ら
い
の
時
間
で
あ
り

ま
す
｡
こ
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
人
生
な

の
で
す
か
ら
'
私
達
は
時
間
を
大
切
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡
お
金
は
貯

め
て
お
い
て
後
で
使
え
ま
す
が
'
時
間

は
貯
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
｡

そ
れ
故
に
'
時
間
を
無
駄
に
す
る
こ
と

は
､
自
分
の
人
生
の
あ
る
部
分
を
捨
て

る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

特
に
'
生
徒
諸
君
は
将
来
の
展
望
'

友
人
関
係
な
ど
総
て
に
お
い
て
､
今
が

l
番
大
切
な
と
き
で
す
.
1
日
l
日
を

充
実
し
て
送
れ
る
よ
A
ス
に
努
力
す
べ
き

で
す
｡格

言
に
　
｢
日
に
三
度
己
を
省
み
る
｣

と
あ
り
ま
す
｡
充
実
し
た
毎
日
と
す
る

に
は
'
人
の
た
め
に
努
力
で
き
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
､
友
達
と
交
わ
っ
て

誠
実
で
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
'
ま

た
教
え
ら
れ
た
こ
と
や
伝
え
ら
れ
た
こ

と
を
よ
く
習
得
し
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
な
ど
と
'
自
分
の
言
動
を
反
省
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
｡
私
達
は
省

み
る
こ
と
に
よ
り
'
生
理
的
に
も
精
神

的
に
も
初
め
て
生
き
､
か
つ
進
む
こ
と

が
で
き
る
と
言
え
ま
す
｡

省
と
い
う
字
は
　
｢
た
び
た
び
｣
　
と
い

う
意
味
が
あ
り
ま
す
が
'
ま
た
　
｢
は
ぶ

く
｣
　
と
読
ん
で
'
省
略
す
る
と
い
う
意

味
に
も
な
り
ま
す
｡
省
み
る
こ
と
に
よ

り
'
余
計
な
も
の
'
道
理
に
合
わ
ぬ
も

の
が
は
っ
き
り
判
っ
て
'
こ
れ
ら
を
よ

く
省
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
｡
人
間
は
緊
張
ば
か
り
し
て
い
る
と

疲
れ
果
て
て
し
ま
い
ま
す
.
そ
の
た
め

趣
味
の
時
間
を
持
つ
'
あ
る
い
は
何
か

自
分
が
熱
中
で
き
る
こ
と
を
見
出
す
必

要
が
あ
る
と
言
え
ま
す
｡

こ
の
よ
う
に
省
は
大
事
な
こ
と
で
あ

り
'
私
達
の
人
生
も
こ
れ
に
尽
き
る
と

思
い
ま
す
｡
生
徒
諸
君
も
省
く
こ
と
を

覚
え
て
効
率
的
に
勉
強
を
し
､
自
分
の

時
間
を
作
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
'
よ
い

結
果
が
出
る
筈
で
す
｡
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方会深賓は中十述きては年申あ皆た無十百御多本慶に 

鉦糟聖重墓寧 
立高制同た展演試たもとと徒部二輩制会開ーの上ら皆れの正たを代とよ家もでし山輝立 
て々及窓'閉じ合親晴しの伝た'目方定百催高深更げれ様､皆門o改建駒るのあきてかて ヽ ● 

･旗が日'ま合も好れ頬だ史生球た先旗大て孝りし得のさ会旧し等近館に史でい 

こ志あの下たをはむ-はり況む校然旧_tるにせの動てら支係て代のるすすさ形会ま最三年た. 

済舘据磯 
のo学で徒照し結果組てによ状○組本燦てい更か水感しかご関し七贈いま布作の窓りは×百し 

∴二十十十三∴十 

章刑賄傭責苦牽蓋 ○と力とつ立て｢かとあしてホ開す卜者営で○進後もやどらえで新げにす校編の県｡等ク環とジ もをしてしい自ら思りてお1すo調.計学め'のごうのよ保たたはoにな中教ま)ト境のエ 
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短.空き~~■~㌢｢済重要書経毒害曇鮎…裏芸藁慧葦圭重器 醍_.▲琵書.'善一J苧∴闘機据書芸蓋 

夢十､ 

モ登宗警墓室重き警葦聖至等富窒蓮華…崖至芸墓聾:tI琶誓書歪芸賢蓋護蓋重吉 記の斉組二さ生でこ-'に指いを改そるみへ協行土う自かに工年'経同青年 蓋買芸蔓豪琵琶壷を曇JS_表芸を聾芸崖琶…董雪雲芸襲喜冨曇慧登貰慧霊室記 

にこ山だ'記に進いよ土でが'るかを二にがり窓校ご歳な長再百一明々 買真書皇室酢買毒警藁慧重責喜蓋芸星章雷撃藁喜墓碑董妻蓋 典同る浦歌記長oぞ稲芳たか起と1が､年め'めめ'りば校わる回会を 

は窓〇一､念かれ葉夫○らし新ら｣ら社ら幹今'.りとつ大の長途リ 
終会高第品ら慶節県のてし一､Lをれ会れ部般山た-たき旧よめ 

･:㌣喜一イ喜一よさノ毎.賢_曜紺書萱 1>. -肇蓉蓋等もご者が○ひ創､た､ 

芸高空嘩蒜叢撃竪票燕重要呂重苦電蓄霊草重量会警備墨書等筆等害 ◇◇ 拙描紺紬琶蓋 演 解治本〉年間等中量段存) 

体38館上一女学は教〉本昭てでと設が｣負技見裏に修〇校 

姿まの根るたで亡年は離のとのに動さ久あ赴り東背興もエと式るか 
をれ花を時そとのく四恵れ高あ帝詩寄｣れ保本つ任も京景四当のネいはがに駒材 
是るが飾'れい二な十まてさる首大のせはた滋校たし半帝にカ時とルうゴ'二杵保 
非o失つ建にえ年つ二れかをo席の-ら素一両の○た年国あ年のいギ多シ手年氏管 
とこわて設しる三て歳たら裏作で建節れ晴高氏卒駒は大つ計県うー彩ツ掛三が〉 

一ものれい当てだカいともの付晶卒集にたら本が業杵ど学た画知べのなクけカ県 

見棟たた初もろ月るいの建け群業学は駒し館平生氏早建もに事き凄も.た月庁 
た飾こ雄はこうが○うで築てはさ科'杵いの成'はく築のか河ださのバことに 
いりと大三の〇人氏若は家いまれを氏本写大奥弱卒学とけ野ろこでロれい在 
もががなカ本生にさなとるさし父ので裏年村冠業科考た忠うそあツらう職 
の復大ア所館のとでかしがにと上巻あ集に好二しをえ熱三o明つクの短し 
で元いカのを華つ福つて'そ間は女る｢自太十て同ら意が治た.建期た 
あさにン三見でて岡たの本のき幸o気費郎五本期れが教特oロ築間の 
るれ惜サ角上あ本県〇人県技ぬ子こ韻出.歳県生るそ育有そコのでは ○たしス屋げっ県で草生を術氏れ生版大でによ○の振ののコ様あ僅 
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試らい龍す○とらいと兄い○言面を《 

妥合'まケ中かl下''と思宮て時■龍ず関に知六記県 ■(J毒がま-イ時合苫 -.JJ;_ に寂ら 

グラウンドに整列した親善試合出場選手要京言カミ撃墜孟嘉若宮;"Ll二志望弘年合 

l親善試合出場選手l 第l試合 下妻-龍ヶ崎- 15島田15新田 24大山 36鈴木 69上野68江川 78石川 82市川3丸山試た二下長てが天.どしっ何が 

91小寺89勝山合ね勝妻に､終と■うみてよでをトい持しかー) 
-H.7山下で0--感土了-な園がいりす出にまちたoム 

91‥田口 一㌣1LJ∴馬上 

≡,2竺土浦_聖二雪男聖宗若妻実表ao毘竺笑明百≡警要諦鍔表■第芭悪霊謂i- 打順等薫,手芸等萱藁歪粉蕨滞霊誓章票蘭書至芸琴至誓書藁葺警蔓 圭等孟1≡ま改ま'ー'37合せし同し好 R後藤438田 ∴∴十l∵享妻∴二∴ 44.1鈴木'浦統食を728-ナ九いムも 喜喜小碧欝7l勝義きし所 89河合 91栗橋 4枚円く展oたてサ第めがと表' 

第3試合 

軍書萱董棉萱裏書墓儒葦蓋 
中で補記』順は手を重よ日今躍のか当童心お遷すをすちれ一声 
央き手しはで投'紹要う田なし相つ時よ力手○抱がまま援 

野が法者クバにはうで-ト土り身一挙ただのべトをダミ手大用手用うに宇らだ選通でを投に 球､百がのをウ居打〈-終は杯'浦は校高と宇のっとーと一一ツ塁袋型し'し〈o証都なろ手の､でな捕位 聯鮮淵淵 なた方打イン後手○もの精ツ○よ出制中い袋もはツ指ル型皮な使塁使ら男でかのの普会きは 
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きこ野ま下会う曲披' oまでた-でのの' 壷姦悪義孝警告警よ警芸雷撃票差去蓋う定言讐カ二品翠等表芸吉宗讐1校 

Lr｢~一門■ぎょ､要 ～ i ラ 班 i 校,ウ､､ 敬+ 祭~j,,/ †∴ >照轟.濁一芸盃歪妄語姦蓋孟孟裏芸賃姦悪 i l 

∴十十∴∴ oのらそとう校校 たり発音うきをはた変校○大て句､て数もた各かりれリ富球伝かリ分やはたて会 
'様展い水る歌過た革歌建変い改こ明の百〇校り越まーで部統さーの長'○熱､ 

光校の番いきこ 旧至芸宣誓i蓋孟 ㌦イー∴ー宗男今姦蔓墨書言霊喜差 時､ジのの歌 _か組はを知行 しん会歌れう むで場うな大 

の共 未に老(秋 来'い朝天 に県行目や 期内く新寮 得に｢聞歌 鮎霊 歌しよ芳ゆ 祭むり朗 ー~と) 

/

　

)

′

　

)
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講師の色川弘氏

荒
川
沖
･
乙
戸
支
部

荒
川
沖
支
部
は
終
戦
後
'
荒
川
沖
地

区
に
加
え
中
村
'
右
籾
地
区
等
に
よ
り

発
足
し
ま
し
た
｡
そ
の
後
い
く
つ
か
の

変
遷
を
経
て
､
母
校
の
創
立
百
周
年
を

機
に
'
卒
業
生
数
な
ど
を
考
慮
し
'
荒

川
沖
･
乙
戸
支
部
と
し
て
再
生
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
｡
当
時
の
同
窓
会
名
簿

で
の
該
当
約
四
百
名
の
う
ち
'
支
部
参

加
希
望
約
百
名
で
第
一
回
支
部
総
会
を

平
成
九
年
十
月
十
八
日
に
開
催
し
'
鶴

町
利
雄
氏
　
(
中
学
四
四
回
卒
)
　
を
支
部

長
と
し
て
再
発
足
し
ま
し
た
｡
爾
来
'

二
年
に
一
向
'
支
部
総
会
を
開
催
す
る

と
と
も
に
､
随
時
役
員
会
を
開
く
な
ど

活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
｡

平
成
十
六
年
度
は
'
九
月
十
九
日

(
土
)
町
内
レ
ス
ト
ラ
ン
　
｢
う
は
ぎ
｣
　
に

て
'
総
会
を
行
い
ま
し
た
｡
当
日
は
､

ご
臨
席
い
た
だ
い
た
本
部
大
曽
根
副
会

長
　
(
支
部
顧
問
)
'
山
田
校
長
か
ら
､

同
窓
会
本
部
の
活
動
状
況
､
校
内
の
近

況
な
ど
を
お
聞
き
す
る
と
と
も
に
'
特

に
町
内
出
身
の
色
川
弘
殿
　
(
中
学
四
八

回
卒
'
習
志
野
市
在
住
)
　
に
お
願
い
し

て
　
｢
土
浦
中
学
野
球
部
の
思
い
出
｣
　
と

題
し
た
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
｡
色

川
氏
は
母
校
の
野
球
の
真
髄
を
著
し
た

｢
甲
子
園
へ
の
道
｣
　
の
著
作
者
と
し
て

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す

が
'
今
回
の
講
話
で
わ
が
町
内
か
ら
も

よ

　

り

数
々
の
野
球
の
名
手
が
輩
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
話
さ
れ
'
出
席
者
-
同
改
め

て
感
動
し
た
次
第
で
す
｡

こ
の
よ
う
に
'
当
支
部
は
身
近
な
情

報
交
換
な
ど
を
通
じ
て
'
会
員
相
互
の

親
睦
を
図
る
と
と
も
に
'
母
校
の
発
展

に
役
立
つ
よ
う
鶴
町
支
部
長
以
下
'
創

意
工
夫
を
重
ね
'
活
発
な
活
動
を
心
が

け
て
い
ま
す
｡

同
窓
諸
兄
の
ま
す
ま
す
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡

幹
事
秋
山
尚
夫
(
高
十
三
回
)
記

阿

　

見

　

支

　

部

阿
見
支
部
総
会
は
'
平
成
1
6
年
1
 
1
月

2
0
日
､
霞
ケ
浦
と
筑
波
の
紫
峰
が
一
望

で
き
る
景
勝
の
地
に
あ
る
　
｢
割
烹
み
と

や
｣
　
で
開
催
し
ま
し
た
｡
こ
の
場
所
に

近
接
す
る
霞
ケ
浦
湖
岸
に
は
､
阿
見
町

に
よ
る
仮
称
霞
ケ
浦
平
和
公
園
の
建
設

が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

こ
の
施
設
は
､
｢
若
い
血
潮
の
｣
予
科

練
の
歌
で
知
ら
れ
る
予
科
練
習
生
で
､

特
別
攻
撃
隊
と
し
て
戦
死
さ
れ
た
練
習

生
の
遭
晶
の
展
示
資
料
館
及
び
公
園
と

し
て
整
備
さ
れ
'
後
世
に
歴
史
資
料
を

伝
承
す
る
機
能
を
有
し
た
も
の
と
し
て

計
画
さ
れ
ま
し
た
｡
完
成
の
暁
に
は
全

国
か
ら
見
学
者
が
訪
れ
る
も
の
と
し
て

期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
｡

総
会
は
､
同
窓
会
副
会
長
'
青
山
和

義
先
生
､
土
浦
〓
向
教
頭
'
阿
須
間
謙

三
先
生
か
ら
母
校
の
近
況
と
後
輩
達
の

活
動
ぶ
り
を
伺
い
'
出
席
者
全
員
大
変

感
心
し
意
を
強
く
し
た
次
第
で
す
｡

今
回
は
阿
見
町
長
'
川
田
弘
二
氏

(
2
年
ま
で
在
籍
)
'
及
び
元
阿
見
町

長
'
野
口
三
郎
氏
　
(
中
4
1
卒
)
　
も
出
席

さ
れ
盛
会
と
な
り
ま
し
た
｡
そ
し
て
次

回
の
支
部
総
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
誓

い
散
会
と
な
り
ま
し
た
｡

ま
た
支
部
活
動
と
し
て
'
年
一
回
程

度
役
員
会
を
開
催
し
'
支
部
活
動
に
つ

い
て
の
協
議
を
中
心
に
'
役
員
交
流
を

図
っ
て
お
り
ま
す
｡

最
後
に
､
阿
見
支
部
の
事
務
局
は

代
々
阿
見
町
役
場
内
に
お
か
れ
O
B
職

員
が
幹
事
を
担
っ
て
き
ま
し
た
が
'
支

部
活
動
と
し
て
総
会
'
役
員
会
の
み
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
反
省
し
'
報
告
と

し
ま
す
｡
　
　
　
大
崎
誠
　
(
高
1
6
回
)

会
報
特
集
号
　
記
事
訂
正

〔
2
面
〕
　
下
段
の
見
出
し

旧
土
浦
中
学
校
本
校
竣
工
-
委
員
長

1
旧
土
浦
中
学
校
本
館
竣
工
-

〔
4
面
〕
　
旧
本
館
関
連
記
念
事
業
(
3
)

の
五
行
目

し
か
し
痛
み
が
-
1
傷
み
が
-

〔
8
面
〕
　
学
び
舎
建
築

二
段
目
の
二
十
五
行
目

バ
ロ
ッ
ク
様
式
1
バ
ラ
ッ
ク
様
式

土
浦
二
日
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

h
q
p
‖
＼
f
w
w
.
t
s
u
c
h
i
u
r
a
]
･
h
.
e
d
.
j
p

平
成
十
七
年
度
進
修
同
窓
会
総
会
の
御
案
内

次
年
度
進
修
同
窓
会
総
会
･
卒
業
周
年
記
念
祝
賀
式
は
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
｡

一
'
期
日
　
平
成
十
七
年
四
月
十
日
(
日
)

二
､
会
場
　
土
浦
一
高
体
育
館

午
後
一
時

卒
業
周
年
記
念
祝
賀
式

卒
業
六
十
周
年
　
　
中
四
十
四
･
四
十
五
回

卒
業
五
十
周
年
　
　
高
七
回
　
　
定
五
回

卒
業
四
十
周
年
　
　
高
十
七
回
　
　
定
十
五
回

卒
業
二
十
五
周
年
　
高
三
十
二
回
　
定
三
十
回

一
般
会
員
･
周
年
記
念
会
員
の
数
多
く
の
会
員
の
方
が
母
校
の
門
を
く
ぐ
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
｡

尚
'
総
会
'
祝
賀
式
終
了
後
'
市
内
に
て
祝
賀
会
(
懇
親
会
)
を
開
催
い
た
し
ま
す
｡
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私立大学

平成1 6年度入試合格状況

国公立大学

大学 俘xｦ倆"�新卒 

青山学院大 ��"�9 

学習院大 免ﾂ�8 

慶応大 都b�33 

国際基督大 �"�2 

上智大 �3r�16 

中央大 �3b�ll 

津田塾大 ����8 

東京女子大 免ﾂ�7 

東京理科大 涛R�40 

日本女子大 免ﾂ�4. 

明治大 鼎��20 

立教大 �3��22 

早稲田大 ��CB�68 

法政大 �#��ll 

北里大 ��"�4 

芝浦工大 湯�4 

日本大 ��"�3 

東京電機大 釘�1 

私立大計 都���312 

合格者総計 涛3R�443 

大学 俘xｦ倆"�新卒 

宮崎大 �"�0 

熊本大 ���1 

信州大 �"�1 

鳥取大 ���1 

硬島大 ���0 

香川大 ���0 

奈良女子大 ���1 

東京.農工大 ���0 

広島大 ���0 

国立大計 ��湯�122 

茨城県立医療 �"�2 

東京都立大 �2�0 

横浜市立大 �"�2 

岐阜薬大 ���1 

公立大計 ��B�8 

防衛大 �"�0 

防衛医科看護 ���1 

大学校等計 釘�1 

国立短大計 ���0 

私立短大計 ���0 

大学 俘xｦ倆"�新卒 

北海道大 澱�1 

東北大 �#2�13 

茨城大 湯�8 

筑波大 鼎��37 

千葉大 ����7 

お茶の水大 釘�3 

東衷大 �#��20 

東京外語大 �2�2 

東工大 ��R�7 

一楠大 湯�6 

横浜国大 �2�3 

大阪大 �"�1 

京都大 �2�1 

岡山大 �2�1 

山梨大 ���1 

新潟大 �"�1 

富山医薬大 �"�1 

群馬大 �"�0 

東京学芸大 �2�1 

金訳大 ���1 

平
成
十
六
年
度
入
試
報
告

生
徒
減
下
で
合
格
数
九
三
五
に

進
路
指
導
部
長
成
島
義
己

平
成
十
六
年
度
入
試
は
'
理
数
科
廃

止
後
最
初
の
卒
業
学
年
の
大
学
入
試
で

あ
り
､
受
験
者
数
が
減
少
す
る
中
'
こ

れ
ま
で
の
合
格
数
が
維
持
で
き
る
か
が

注
目
さ
れ
ま
し
た
o
結
果
は
東
大
二
九

名
(
新
卒
二
〇
名
)
を
始
め
'
京
都
大

に
三
名
　
(
新
卒
l
名
)
､
一
橋
大
九
名

(
新
卒
六
名
)
､
東
工
大
一
五
名
(
新
卒

七
名
)
　
東
北
大
二
三
名
　
(
新
卒
〓
二

名
)
　
筑
波
大
四
九
名
(
新
卒
三
七
名
)

の
合
格
を
出
し
堂
々
た
る
も
の
で
し

た
｡
東
大
合
格
数
は
'
全
国
公
立
高
中

第
二
位
で
あ
り
ま
す
(
現
役
合
格
数
第

1
位
)
｡
ま
た
､
1
橋
大
の
九
人
は
本

校
初
の
快
挙
で
あ
り
､
本
校
の
輝
か
し

い
実
績
に
新
た
な
一
貢
を
加
え
る
も
の

と
し
て
賞
賛
に
催
し
ま
す
.
筑
波
大
も

引
き
続
き
､
全
国
第
一
位
の
合
格
数
で

す
｡
そ
の
結
果
'
新
卒
生
の
国
立
大
合

格
者
は
昨
年
比
1
名
減
に
留
ま
り
'
1

二
二
と
な
り
ま
し
た
｡
国
公
立
の
合
計

で
は
1
三
〇
と
な
り
'
平
成
十
l
年
度

以
後
で
は
一
番
多
い
数
で
す
｡

私
大
の
方
で
は
慶
応
大
七
六
名
(
新

卒
三
三
名
)
､
早
稲
田
大
一
四
四
名

(
新
卒
六
八
名
)
'
上
智
大
三
七
名
(
新

卒
一
六
名
)
､
東
京
理
科
大
九
五
名

(
新
卒
四
〇
名
)
　
の
合
格
者
を
出
し
ま

し
た
｡
特
に
早
稲
田
大
は
記
録
的
数
字

と
な
り
ま
し
た
｡
早
慶
二
二
〇
　
(
新
卒

一
〇
一
)
　
も
嘗
て
な
い
大
変
な
数
字
で

す
｡

懸
案
の
国
立
大
医
学
部
に
つ
い
て
も

一
九
名
(
新
卒
玉
名
)
　
が
合
格
し
ま
し

た
｡

他
の
私
立
大
等
を
加
え
た
合
格
者
の

総
数
は
九
三
玉
名
(
新
卒
四
四
三
名
)

に
達
し
ま
し
た
｡
本
校
生
の
定
数
減
を

考
慮
す
る
と
'
近
年
で
は
大
変
多
い
数

で
あ
り
'
内
容
的
に
も
充
実
し
て
い
る

と
言
え
ま
す
｡

一
方
'
五
月
l
日
現
在
で
の
新
卒
生

の
進
学
者
数
は
前
年
比
二
名
減
の
一
九

四
名
で
す
の
で
'
進
学
率
六
〇
%
が
ほ

ぼ
達
成
さ
れ
ま
し
た
｡

本
年
も
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た

難
関
大
志
向
が
顕
著
で
'
東
大
二
見
都

大
･
一
橋
大
･
東
北
･
東
工
･
筑
波
大

の
受
験
数
が
全
体
の
七
割
近
く
を
占
め

る
中
ー
合
格
率
も
四
割
台
と
健
闘
し
て

い
る
こ
と
､
前
述
の
私
大
合
格
実
績
が

好
調
な
こ
と
等
が
要
因
と
し
て
あ
げ
ら

れ
ま
す
｡

難
関
国
立
大
を
第
l
志
望
と
し
て
他

は
受
験
し
な
い
か
､
私
立
大
併
願
を
す

る
が
'
早
稲
田
･
慶
応
･
上
智
等
の
大

学
以
外
で
は
合
格
し
て
も
進
学
し
な

い
'
と
い
う
構
図
が
徹
底
し
て
き
て
い

る
中
で
の
進
学
率
の
回
復
と
い
う
大
変

好
ま
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
｡

昨
年
度
卒
生
の
方
は
一
六
〇
名
の
う

ち
'
一
三
五
名
が
進
学
し
ま
し
た
｡
東

大
･
京
都
大
･
東
工
大
･
一
橋
大
･
東

北
大
･
筑
波
大
･
早
稲
田
大
･
慶
応
大

お
よ
び
国
立
大
医
学
部
な
ど
へ
多
く
の

合
格
者
が
出
て
い
て
'
雌
伏
一
年
の
苦

労
が
偲
ば
れ
ま
す
が
'
す
べ
て
が
第
一

志
望
を
貫
徹
出
来
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
｡
む
し
ろ
､
第
二
の
策
と
し
て
主

要
私
大
を
併
願
し
'
合
格
を
多
く
勝
ち

取
る
中
で
進
学
先
を
選
ぶ
と
い
う
現
実

的
な
組
み
立
て
を
実
行
し
て
い
る
者
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
.
そ
う
し
た
事
情

を
背
景
に
早
慶
の
合
格
数
は
増
え
た
と

思
わ
れ
ま
す
｡

本
校
生
が
志
を
高
く
保
ち
'
果
敢
に

難
関
大
受
験
に
挑
戦
し
'
合
格
し
て
い

く
の
は
大
変
喜
ば
し
い
限
り
で
､
希
望

に
見
合
う
実
力
養
成
と
い
う
厳
し
い
試

練
が
こ
れ
か
ら
も
続
く
わ
け
で
す
が
'

お
か
げ
様
で
教
師
冥
利
に
つ
き
る
至
福

の
時
を
過
ご
し
て
居
る
と
言
え
ま
す
｡

以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
o



第61号土浦-高進修同窓会会報平成17年1月1日(土)(12) 

平成15年度進修同窓会決算書進修同窓会会務分担(平成16年度) 
収入額-金19,845,992円也1.本部 

支出額-金14,650,876円也担当本部役員学校主な業務 

収入】差引残高一金5,195,116円也単位:円横田I木島説田小野(顔)教頭会森の招集.設営.進行 

項目 剽¥算額 佇亥ｨｧ｢�比較増減 儖Xﾖﾂ�総務中Jrl:谷中校内紳開会の総括的兼務 l 細平蟻冨`TJ',城石川渡辺弼部予姻戚と執行.柑 校内幹事諸会葬等の徴収 会報大曽根書芸雷川上歪田谷芸大讐芸害幹事会護の編典.- !鈴木(淳) 紺青叫こ霊柳沢野村革苅教頭絹の鰍発行 校内幹事会員の情報収集.義理 薫蓋曽≡≡谷中野村芸害約-相互連携 l 監事梅浮田噴本会会計の監査 2.支部 支部会等に際して､本部に出席要諦がある場合は､会長または下記 の副会長のうち1名が､校長(または代理)とともに出席する○ただ し,遠隔地の場合にはこの限｡ではないo 横田､平田､大曽根､青山,植木､幡谷(括)､樺井､中川 3.進修同窓会校内幹事 高30池井芳則(地公)高30路川瀬(地公)高32坂本俊一(地公) 高34酒井★美(数学)永山雪夫(事務室長)藤田あかね(主事) 

1 估ｨ葎ｾ��7,937,636 途ﾃ�3rﾃc3b�0 ����7案ｨ葎ｾ��

2 做��x檠N��100,000 ��C�ﾃ����40,0.00 的kﾂ�

3 僖陞��7,脚),000 湯ﾃゴ�ﾃ����2,851,000 �2ﾃ�#�kﾉ�ﾂ�

4 �?ﾈ檍ｾ��I,805,000 ��ﾃs��ﾃ����△25,000 ��h檍什�2�.�3Sikﾈ�絣ﾃ���冷�

5 弍�WHｾ��0 ��3rﾃ#S"�137,252 �ｨｴﾈ,免xﾌ胃｢�

6 倅x�?ﾂ�1,364 ���B�△1,260 况�ｾ�y��r�

合計 �16,844,000 ��津イRﾃ涛"�3,001,992 ��

ご寄付者名 剔ｲ業25周年同窓生-同様.中37回卒業生-同様より 

【支出】 

項目 剽¥算額 佇亥ｨｧ｢�残額 儖Xﾖﾂ�

1 ��ﾘ檠^(��700,000 塔�rﾃ3���△107,318 倬�{ⅸ檍�ｩ�ﾘ�9�8､��

2 ���Jﾘﾗ9N��4,BOO,OOO �2ﾃ3cRﾃ�s"�634,928 ����8ﾟﾂ��y{��2�

3 �,ｩ�ﾙN��300,000 �32ﾃC���266,520 ��稲芥,ﾘ*ｨ*ｹ�2�

4 ��(ｼhｴﾉD�儂��200,000 ��3津#���60,800 ��(ｼh�飲�w�ｬ��2�

5 ��)D�ﾃS�ﾃC�ﾃ#X�D��ｴﾉD��B�400,000 鼎��ﾃ����0 ��(ｼh�D雍ﾉD����r�

6 ��9N��500,000 ��C津#C��350,751 ��

7 倡浦I��xﾘ撮�300,000 �#��ﾂ�ｂ��100,000 倡浦H檠^(��

8 ��i6ｸ偰~9N��1,ZOO,000 ��ﾃ#��ﾃ����0 ��i6ｸ檍��&b��

9 兔ｩ7)��xｾ��6,000,0(のl 售bﾃ���ﾃ����0 俟ｹzx檍ﾇbﾒ�料琳すま面のま報た申す工い 天資野まし紙大し会い謝了竣を 

10 佝9*(撮�100,000 ���100,008 ,ぺ ��

ll 倬ik�ｼyN��1,(X札000 鼎#Rﾃ����574,091 �5H8�6x駟k��yﾘ鯖�ﾂ�

12 从ﾉgｸｭ乖駅�馼ｼh撮�1,995,000 ��ﾃ�3�ﾃcC��64,352 豫YL*I5x麌7�6ﾈ8ｹ9��2�

13 冰ﾉOX撮�149,000 ���149,000 ��

合計 �16,844,000 ��BﾃcS�ﾃピb�2,193,124 ��

上記のとおり決算しましたQ※項目間の流用を認めるo 

平成16年3月31日 

茨城県立土浦第-高等学校進修同窓会会長横谷祐一 

監査の結果上記のとおり相違ないことを認めます.- 

平成16年3月31日監事平田公敏印 
監事田嶋栄吉~印 

鼎雛等姻紺 T だをでる本 '護明慶事直木飯: くちいの用御も和' おのア収委礼献田久宮術いた氏料( 好健良'藤村川願方ル集具申身表保本大たくに｢下 
会発おすをりび会まがす館状育変本う頃てい 劔劔ほ事紙九月 ど業を今九末平A よ費同年-現成下 捕 雪買曇驚完≡い 

編編報行進願○い'す報しとるの況環わ館グでそう今 

棚都鵠肇緋 校 内 あ雪俊芳間邦川志良幸根-61 ね亮一 酒路鈴郎堀上目 井川木越木 
貴青草幹しげ協あおらな対迎旧索もも'にこ改年 
美治一博夫くま力た詫本り応合本の教に旧伴のめと 

)


